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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　工具本体の回転軸方向の先端部側に、前記先端部を回転軸方向の先端面側から見たとき
に半径方向中心側から外周側へかけて連続する複数本の親刃と、前記工具本体の回転方向
に隣り合い、半径方向中心側より外周寄りの位置から外周側へかけて連続する複数本の子
刃とを有する切れ刃部を備え、前記工具本体の回転方向に隣り合う前記親刃と前記子刃と
の間に切屑排出溝が形成されたエンドミルであり、
　前記親刃の回転方向前方側にその親刃のすくい面を構成する第一ギャッシュが形成され
、前記子刃の回転方向前方側にその子刃のすくい面を構成する第三ギャッシュが形成され
、前記子刃の回転方向前方側で、前記第一ギャッシュの回転方向前方側に、前記第一ギャ
ッシュに連通する第二ギャッシュが形成され、
　前記切れ刃部を回転軸方向の先端面側から見たとき、前記第二ギャッシュと前記第三ギ
ャッシュとの間の境界線は前記第一ギャッシュの前記第二ギャッシュ寄りの境界線に交わ
っていることを特徴とするエンドミル。
【請求項２】
　前記第二ギャッシュは前記親刃の回転方向後方側に形成された逃げ面の前記子刃側の境
界線の全長に沿って形成されていることを特徴とする請求項１に記載のエンドミル。
【請求項３】
　前記工具本体の切れ刃部を回転軸方向の先端面側から見たとき、前記第三ギャッシュと
前記切屑排出溝との間の境界線は前記子刃の長さ方向の中点よりも外周寄りの位置で前記
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【００８３】
　１……エンドミル（工具本体）、
　２……切れ刃部、３……シャンク部、
　４１……親底刃、４１ａ……親底刃のすくい面、４１ｂ……親底刃の逃げ面（２番面）
、４１ｃ……親底刃４１の逃げ面４１ｂの子底刃４２側の境界線、４１ｄ……親底刃の３
番面、
　４２……子底刃、４２ａ……子底刃のすくい面、４２ｂ……子底刃の逃げ面（２番面）
、４２ｃ……子底刃の３番面、
　５……コーナーＲ刃、５ａ……コーナーＲ刃のすくい面、５ｂ……コーナーＲ刃の逃げ
面、
　６……外周刃、６ａ……外周刃のすくい面、６ｂ……外周刃の逃げ面、
　７……切屑排出溝、７１……切屑排出溝７の切れ刃部２側の境界線、
　８……第一ギャッシュ、８ａ……第一ギャッシュ面、８１……第一ギャッシュ８の第二
ギャッシュ９寄り（第一ギャッシュ８と第二ギャッシュ９との間）の境界線、８２……第
一ギャッシュ８と第四ギャッシュ１０との間の境界線、
　９……第二ギャッシュ、９ａ……第二ギャッシュ面、９１……第二ギャッシュ９と第三
ギャッシュ１１との間の境界線、９２……切れ刃部２を先端面側から見たときの第三ギャ
ッシュ１１と切屑排出溝７との間の境界線、
　１０……第四ギャッシュ、１０ａ……第四ギャッシュ面、
　１１……第三ギャッシュ、１１ａ……第三ギャッシュ面。

【図１】 【図２】
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